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「情報基礎」における反転授業の実践  
 

渡辺 博芳†1,†2	
 高井 久美子†1,†2 
 

	
 	
 情報基礎科目において，簡単な Web サイト構築の学習を対象として，反転授業を実践した．この反転授業は，(a)

事前学習は講義ビデオを用い，授業時間内に講義は一切しない，(b)授業はコンピュータ教室で行い，授業の最初に
提示された課題に各自が取り組む，(c)事前学習に取り組んでこなかった学生は，授業中に講義ビデオを視聴すると

ころから学習活動を開始するという形で実践した．従来の授業時間中に講義を行う方法での授業実践と比較して，課

題の平均得点が有意に高く，我々の実践した反転授業が効果的であることを示した．	
 

 

Practice of Flipped Class in the Course of "Information Study" 
 

HIROYOSHI WATANABE†1,†2	
 KUMIKO TAKAI†1,†2	
 	
 	
  
 

 We conducted flipped classes on constructing a small Web site in the course of Information Study. The flipped classes were 
characterized by (a) we provided lecture videos to be watched by students before classes and no lecture in the classroom, (b) 
students worked at assignments in the computer room during classes, (c) students who had not watched lecture videos started 
their learning activities with watching the lecture videos in the classroom. We compared scores of the assignments between 
traditional classes and the flipped classes. The results showed students in the flipped classes got higher scores than students in the 
traditional classes. 
 

 
 

1. はじめに    

近年，反転授業の取り組みが盛んに行われている 1)〜3)．

反転授業は，従来は教室内で行われていた講義などの基本

的な学習を授業前に事前学習として行い，従来は宿題とさ

れていた知識の定着や応用力の向上のための学習活動を，

教室内で個別指導やグループ学習などによって実施する授

業形態の総称である．反転授業導入に関しては，中間テス

トと期末テストの結果の向上 1)や科目成績の向上 2)などに

より，その効果が示されている．	
 

本研究では，情報基礎教育において，従来の教授方法を

とっていた前年度と同一の内容を扱う 3 回分の授業に反転

授業を導入し，その効果を検証することを目的としている．

一口に反転授業と言っても，その方法は様々である．たと

えば，事前学習は，講義ビデオや e ラーニング教材を活用

するケースもあれば，インターネット上の教材を活用する

ケースや，指定図書を用いるケースなど様々である．また，

知識伝達型の学習活動をすべて事前学習とするケースもあ

れば，短時間の事前学習を課し，授業中にも講義を行うケ

ースもある．	
 

本研究における反転授業は以下の特徴を持つ．	
 

l 事前学習は講義ビデオを用い，授業時間内に講義は一

切しない．	
 

l 授業はコンピュータ教室で行い，授業の最初に提示さ

れた課題に各自が取り組む．	
 

l 事前学習に取り組んでこなかった学生は，授業中に講
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義ビデオを視聴するところから学習活動を開始する．	
 	
 

l 50 名程度の履修者に対して，教員 2 名，学生アシス

タント 1 名のチームティーチングを行う．	
 

本研究では，このような形態の反転授業を実践し，従来

の教授法との比較から，実践した反転授業の有効性を示す．

また，授業実践を通して実感した反転授業のポイントにつ

いて述べる．	
 

	
 

2. 対象とする授業  

対象とする授業は，帝京大学理工学部ヒューマン情報シ

ステム学科において 1 年次後期に開講されている必修科目

「情報基礎 2」である．この中の第 2 回〜第 4 回の 3 回で

表 1 に示す内容を扱っている．2014 年度の授業では，「情

報基礎 2」の大部分において，反転授業を導入しているが，

本研究では，前年度と同じ内容を扱い，同じ課題を課して

いる，この 3 回分を対象として分析を行う．	
 

	
 

表 1  学習内容と課題 

授業	
 テーマ	
 課題	
 

第 2 回	
 HTML の基本	
 テキストエディタで簡単な

Web サイトを作成し，学内

サーバで公開する	
 

第 3 回	
 スタイルシート	
 作成した Web サイトにスタ

イルシートを適用する	
 

第 4 回	
 フォーム	
 フォームを使って情報を送

信するための Web ページを

作成する	
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がわかった． 

(1) 全体として反転授業の教育効果は高い  

	
 図 2と表 5に示すように，従来の教授法と比較して課題

の平均点が有意に高かったことから，全体として反転授業

の教育効果は高いと言える．その要因として，多くの学生

がしっかりと講義ビデオによる事前学習に取り組んだこと

と，授業時間中の個別指導の機会が多かったことがあげら

れる． 

	
 前者については，実践前にはどの程度の学生が事前学習

を実施するのか不安があったが，表 3のようにほとんどの

学生が事前学習を実施した．また，次で考察するように，

主体的に講義ビデオを視聴する様子がうかがえた． 

	
 後者については，授業を実施した教員が，従来よりも学

生とのインタラクションが増え，個別指導の機会が増加し

たことを実感している．たとえば，従来であれば，評価規

準に照らしてできていない点をフィードバックし，どこを

復習すればよいかを指導する程度であったが，それでもで

きない学生には，実際にファイルを開いて具体的な指導を

するだけの時間があった． 

(2) 学生は主体的に講義ビデオを視聴する  
	
 多くの学生は講義ビデオを主体的に視聴していると言え

る．表 6のように講義ビデオの視聴状況と課題の得点に相

関関係があることは，講義ビデオの内容を理解しているこ

との現れであり，漠然と視聴しているのではなく，理解し

ようとして視聴していると考えられる． 

	
 また，事前学習をしてこなかった学生が，授業時間中に

講義ビデオ主体的に視聴している様子を観察することがで

きた．ほとんどの学生はノートをとりながら視聴しており，

講義ビデオを一時停止してノートをとる姿もあった．これ

は講義ビデオを視聴する際にノートをとることを指示し，

後でノートを確認することを伝えてあったためだと思われ

るが，多くの学生がその指示に従って視聴していたようで

ある． 

(3) 反転授業への学生の支持・不支持は分かれている  
	
 本実践において，アンケート結果によると，反転授業を

支持する学生が 60%，支持しない学生が 40%と分かれた．

反転授業を支持する学生は，講義ビデオでは自分のペース

で学習でき，何度も見直せること，授業時間中に課題に取

り組むことでわからない点を直ぐに質問できることなどの

反転授業の特性を有効であると感じている．支持しない学

生は，動機付けが困難な傾向，講義ビデオでは理解が困難

な傾向，対面での講義を好む傾向がうかがえた． 

 

8.2 反転授業実施のポイント  
	
 本実践を通した所感として，反転授業実施のポイントを

以下に述べる． 

(1) チームティーチング・学生補助員の活用  
	
 本実践を通して，反転授業で効果を得るためには，教授

スタッフのやるべきことが多いと感じた．また，授業時間

に個別指導を行うためには，学生数に応じて対応できるだ

けの教授スタッフが必要となる．したがって，反転授業で

はチームティーチングや学生補助員の活用が有効であると

考えられる． 

(2) 事前学習においてノートをとらせること・事前学

習の仕方を説明すること  
	
 本実践では，事前学習の講義ビデオの視聴時にノートを

とることを義務づけ，ノートを授業時間内に確認した．ま

た，講義ビデオでは巻き戻し・一時停止の機能を活用する

よう，実際に講義ビデオを再生しながら，説明を行った．

これらのことが，学生の主体的な事前学習につながったと

いう感触を得ている． 

(3) 事前学習をしなかった学生には授業中にそれをさ
せること  

	
 教員は学生が学習目標に到達できるように学習活動を設

計しており，基本的な知識を修得する部分は必須である．

反転授業では，これを事前学習で行うので，事前学習を行

っていなければ先に進んではならない．そのためには，事

前学習をしていない学生は授業時間では事前学習から学習

を開始することを徹底する必要がある．近年は eラーニン

グ教材や講義ビデオにスマートフォンでアクセスできるの

で，普通教室でも事前学習をさせることは可能である． 

	
 反転授業が失敗するケースは事前学習が徹底されていな

いことが多いのではないかと思われる．従来型の教授法で

は授業時間中に講義を聴き，応用的な宿題をやってこなく

とも，講義内容だけは修得できるが，反転授業では事前学

習をせずに応用的な学習活動に取り組んだら，うまく行か

ないのは当然である．さらに，事前学習をしてきた学生と

してこない学生を同列に扱うと，事前学習をしようとする

モチベーションが低下するといった側面もある．  

(4) 事前学習の教材の品質を高めること  
	
 本実践のアンケートについて，講義ビデオの見にくさや

わかりにくさを指摘する声があった．事前学習で「わから

ない」と感じてしまうと，学習へのモチベーションが低下

することが懸念される．そのため，学生にとって見やすく，

わかりやすい事前学習教材を準備することが重要であると

感じた．本実践においては今後の課題となる． 

(5) 授業中の学習活動の指導力を磨くこと  

	
 反転授業では，授業時間の学習活動をどう設計するかが

重要であると言われているが，理工系の教育においては，

講義の後に，問題演習を課すことが多いので，そうした問

題演習にグループや個人で取り組ませることで十分効果が

あると思われる．一方で，グループでの学習や個別指導を

効果的に行えるよう学生とインタラクションをとることが

重要となる．従来の授業ではあまり必要なかったが，反転

授業を実施する際には，教員はグループ学習による指導や

個別指導のスキルを磨く必要があると考えられる． 
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9. おわりに  

	
 情報基礎教育において，反転授業を実践し，従来の教授

法での授業実践と課題の得点を比較することで，反転授業

の有効性を示した．また，事前学習としての講義ビデオの

視聴数と課題の得点に相関があることもわかった．	
 

	
 今後，アンケート，講義ビデオの視聴ログ，各課題の得

点を基にもう少し詳細な分析を行ってみたい．また，引き

続き，講義ビデオの改善等を図るなど，よりよい反転授業

の実施方法を検討したい．	
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